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我が国の ODA を IT 分野に向けるイニシアチブとして feODAJ を提案している。
第四章では、情報通信の「融合」問題を取り上げる。米国、欧州、日本の比較分析を行い、産業全般の融合時代に
ふさわしいガバナンスのあり方を提案すると共に、技術アプローチの重要性を述べている。
第五章では分散型ネットワークの発展方向として「マイクロデシック・ネットワーク」の概念提案を行う。このネ
ットワークは参加者が欄密になるほどその能力が高くなると言う意味での外部性の存在することを証明している。ま
た、日本における具体的な萌芽事例を調査・分析し、社会経済的な妥当性を示している。
第六章では、技術革新の激しい無線技術の分野で、最近の欧米で、の市場化め失敗事例の分析を行い、前述のガパナ
ンスの共存モデ、ルが求められることを述べている。
第七章はブロードバンド、政策について、同じく各国における現在の|溢路を分析し、ブロードバンド整備の一方式を
提案している。
現在発展しつつあるグローパルな産業の情報化の中で、日本が主導的な地位を占めるためには、技術に加えこのよ
うなルールや枠組みの策定に主導力を発揮する必要がある。
本論文は、筆者の長年にわたる研究成果の上に、今後来るべきユピキタス時代でのサイバー差配でのルールとガバ
ナンスのあり方を論じており、この分野の研究の進展に寄与するものであり、博士(国際公共政策)に値するものと
判断される。
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